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本論文の主な目的は母乳化運動を効果的に推進す るた めに 泌乳不良症例を予測す る こ と に ある ． 127例の
妊産婦 くう ち初産婦 42例， 経産婦85椰 に つ い て検索 を行 い ， 妊娠 中毒症及 び早産例は除外 した． 著者
の成績で は， 産裾初期の泌乳良好例 は， 産後 1 カ 月に お い て も泌乳状況 は良好で あ っ たく母乳栄養 78．5％，
混合栄養19．4％， 人工 栄養 2■2％I． これ に 対 し産裾初期の泌乳不良例 で は， そ の 後の 授乳努力 に よ り産後
1 カ月 で 38．2％の母乳栄養が確立 され た と は い え ， 人工 栄養 38．2％， 浪合栄養 23．5％で あ り産後 1 カ月 に
おい て も泌乳状況は 一 般に 不良 であ っ た
． 産裾初期の 泌乳に 関連す る 因子 を検討 した結果， 産裾初期の泌
乳不良因子 と して， 難産 く帝切 を含むう， 前回 の 人工 栄養， 乳房 の大 きさ く乳房基底部 く300c m2コ． 乳輪 の
大き さくく20c m2I， 乳頭形態く扁平郵 ， 乳頭 の 大き さ くく2c mり， 妊娠初期の貧血 ， 妊娠後期 の貧血， 妊
娠38遇 へ 40遇お よび 産裾 7 日の郎L直後に お け る乳房舌下温差くく 0凸Cう， 産裾 7 日 に お ける授乳直後と
直前の 血中プ ロ ラ クチ ン値 の比 くく1．4コが 重要である と 判明 した． 以上 の諸因子 の な か か ら 7因子 ， 即 ち
く1扮娩の難易， く2乳房の大 きさ ， く3凰輪の大き さ， 剛乳頭 の形態， く5胤頭の 大き さ， く6妊娠前期の 貧血，
け粧娠後期の貧血が まず選 ばれ た． これ ら に ， 潮初産と経産の別， お よ び制妊娠中期の貧血 とい う簡単な
2因子 を加 え計 9個の 因子 を選ん で判別関数法を用 い て解析 した と こ ろ， 産裾初期 に お け る泌乳不良例の
約213 が判別可能と な っ た ． こ の解析法の敏感度．くse n siti vityl は 臥 2％で あ るが， 特異度くspe cifictyl
は 94．2％と高率で実地上満足す べ き もの と い え る
．
Key w o rds La ctatio n， Prola ctin， An emia， Bre astfeeding
現在人工乳の 開発が進み， 母体の 疾病時や母乳分泌
不良の 場合 に これ を補うと い う大 き な役割 を果 して い
る こ と は事実であるが ， 母乳が 人工 乳に比 べ て 栄養学
的 に す ぐれ て い る こ と はす で に 証明さ れ て い る． ま た
母乳栄養児で は感染症躍病率や死亡率の低 い こ と が古
くか ら知ら れ てお り， 近年 の感染免疫学 の進歩に よ っ
て こ れ は母乳 に の み存在 す る免疫物質に よる こ と が解
明さ れて い る
． 新生児， 乳児 は自ら の能動免疫 と経胎
盤か らの 受動免疫と を持 っ て い る が ， 乳児期前半の 免
疫能 はな お 未熟であり こ の時期 に お け る感染防禦上 の
観点か らも母乳に よる受動免疫 を欠く こ と は で き ない
の で ある． 新生児の 消化管粘膜 の antis eptic paintで
ある S一王gA， 抗菌作用 を有す る1a ctofe rrin や c obal．
amin binding pr otein ある い は c a rnitin，ta urin， 消化
管 ホ ル モ ン な どは人 工乳 で は与 え る こ と は でき ず， 母
乳 に よ っ て の み児に 与 える こ とが でき る の であるり．
ふ りか え っ てみ る と， 昭和 30年代か ら 40年代 の高
度経済成長期 に か け て は， 人 工栄養の 安易さの た めに
母乳の み で哺育す る母親 は年々 減少の 一 途 を た どり，
また 高度文明社会に な る に したが っ て 授 乳と い う概念
も薄 らぎ母児間の 親近感が次第に 失わ れ ， 一 方婦人 の
社会的進出とあい ま っ て こ の 傾 向が 一 層著 しく な っ て
い っ た
．
しか し なが ら上 述の よ う に 母乳栄養の 栄養学
的， 免疫学的特性の み な らず母児 の ス キ ン シ ッ プ保持
に よ る乳児の 精神的情緒的発達面 な どが よ うや く重視
され ， W H Oく1974年l， U Nく1974年l， Populatio n
Co u n cilく1975年lな ど， あい つ い で母乳栄養を推奨し
は じめ ， わが 国の 厚生省 く1975年う も母乳化運動 を展
A Clinic o－ Epide miologic al Study o n La ctation in the Ea rly Pu erpe riu m． Takashi
Tateiw a， Depa rtm e nt of Public HealthくDirectorこ Prof． A ． O kadaJ， Scho ol of Medicin e，
Ka n aza w aUniv ersity．
産裾初期の 乳汁分泌 に 関す る臨床疫学的研究
関する に 至 っ た の で あ る． また ， 1981年 FI G Oく国際
産科婦人科遠別 か ら は母乳化促進の た め の 具体的勧
告もださ れ た． その 主 旨は母乳が児 に と っ て 唯
一 の ふ
さわし い 栄養源で ある こ と を再確認 し， 母乳栄養 を奨
軌 促進す るた め の あ ら ゆ る努力を実践 す る とい う も
の である． したが っ て こ の点 に 関し予 防医学的見地か
らも臨床医と して も産婦人科医は非常 に 重 要な役割を
担う こと に なる． すな わ ち母乳化運動 に よ っ て 妊婦を
啓蒙する と同時に ， い か に すれ ば泌乳不良症例 を予測
し得るか ， そ して それ に 対 し い か な る方策を樹て得る
か とい う 問題 に直面 して い るか ら で ある ．
こ こ で著者は， 産裾の泌乳 に 影響す る と 考え る諸因
子の なか か ら， 妊娠中に 調査 し得る身近か な観察項目
を選ん で検討 した結果， 産裾初期に お ける 泌乳不 良症
例の推測に 満足す べ き 成績 を得る こ とが で き た． こ の
ことは推測され た泌乳不良症例に 対 して 泌 乳を促進す
るための対策 を妊娠中か ら集中強化で き る 点で意義が
あるもの と考 える．
対象お よ び方法
工 ． 対 象
本研究 の 対象は 1979年 9月 か ら 1980年 12月 ま で
に舞鶴共済病院産婦人科に お い て 分娩 した症例の 中か
ら， 乳頭形態の 高度異常例 く陥没乳頭， 巨大乳頭1 や
重症中毒症， 早産 ， 未熟児分娩例を除外 し， 正 常 に妊
娠経過 した患者の う ち無作為 に 抽出し た初産婦 42例，
経産婦85例 の 計 127例 で あ る．
工I ． 研 究方法
症例 を泌乳不 良群くpo o rla ctatio ngro up， 以下 P L G
と田剛 と ， 泌乳良好群 くgo od la ctatio n gr o up， 以下
GLG と略ンと に 分類 し妊娠中の 諸因子 が こ の 両群 とい
かなる関連 を示 す か 検討 した． 表 1 は患者の 年令分布
を示し て お り， 19才以 下 が 1例， 20一 斗 24 才が 27例，
25一 －29才が 70例， 30才 以 上 が 29例 の 計 127例 で あ
る
．
1 ． P LG と G L Gの 分類法
乳汁分 泌 が確立 す るの は 一 般 に 産裾 4 日， 5 日， 6
日 く出産 日を産裾零日 とす るう 頃 で あ る． したが っ て
この 三 日間の 泌乳量 の 総和 をも っ て 泌乳の 良否を判断
し， こ れが 800ml未満 を P L G，800ml以上 を G L G と
した． 800mlを境界と した 点に つ い て は後述す る． ま
た泌乳量の 測 定は 次の よ う に 行 っ た ． 毎回 の 授乳前後
に 児の体重 を測定 しその 増量 分と ， 授乳直後に さ ら に
電気搾乳器 げ トム 製， 大阪フ で 両側の 乳房を搾乳し
て 得た 残乳 量 と の 総和 を泌乳量 と した ． 体重の 測定
に は D S 型 6 kg デ ジタ ル ベ ビ
ー ス ケ ー ル 体重 計く久保
田鉄工 ， 東副 を用 い ， 乳汁 の 比 重 は便宜 上 1 と して
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計算 した ． P L G， G L G の年令分布は表 1の通り である．
2 ． 妊娠中の諸因子
次に 述 べ る諸因子 に つ い て詳細 に 検討した．
1コ 乳房温 と舌下温の 測定
古くか ら， よく 出る乳房は あた た か い と い われ て い
るの で乳房温 度 を測定 し こ れ を検討 した． 乳房温測定
に 用 い た 深部体温計 は Fo x ら21に よ り考案され ， 戸川
ら3りこ よ り 改良 さ れ た C O R E T E M PT H E R M O
FI N E R恐 くテ ル モ三臥 東京I で あ り， そ の原理 は体表
の 測定部分を断熱材 で 被覆 して外気 に よる 冷却 を防ぎ
体表の 温 度を深部の 温度に 平衡させ る も ので長時間に
わ た り非侵襲的に 測定可能 で あ る． 乳房温の測定は午




Cに 保ち乳頭よ り約 3c m
上 部の 乳 房部 に 貼付 した プ ロ ー プ で 15分間測定 し深
部温との 平衡安定を期 した． ま た舌下 温 は同体温計に
付属 した テ ル モ サ ー モ ス タ ブ ロ ー プ で 5 分間測 定 し
た
．
なお 測定時期は妊娠38退か ら 40週の 間で 1 回測
定し た．
2う 静脈血 H b値
妊娠初期， 中期， 後期に 各 1 回肘静脈 より採血 し H b
値 を測定 した．
3う 静脈血の ヘ マ トク リ ッ ト 血清総蛋白， 総 コ レ
ス テロ ー ル ， トリ グリ セ ライ ドの測定．
妊娠 38過 へ 40週に 各 1回， 肘静脈よ り採血 し測定
した．
4う 乳房 の 形態お よ び大きさ
乳房 の形態は橋口 41の 分類 に したが い ， 皿型 扁平， お
椀型 く乳頭中央1， お 椀型 く乳頭下方1， 下垂型 の 4型
に 分類 し た 亡国6 くBうコ． ま た大きさ は乳頭を通 過 す
る縦径くc ml と横径くc ml を測定 しこ れ をも っ て表わ
した
． 測定時期 は妊娠38週 へ 40遇に 1 回行 っ た ．
5う 乳輪の 大 きさ
乳頭 を通 る縦径くc ml と横径くc mlで 表わ し， 測定
は妊娠 38週 へ ノ40遇 に 1回 測定した．
6う 乳 頭 の 形態 お よ び大き さ
乳頭の 形態 に つ い て は永井51の 分類 を参考と し， 突
出型く正 常1， 扁平型 ， 陥没 型に 分類 し たが， 陥放型 は
本研究で は除外した の で 突出型 と扁平 型 に つ い て検討
し た． なお 扁平型 は乳頭の 高さ が 0．5c m 以下 と し， そ
れ よ り高い も の を突出型 と した． また乳頭の 大き さは ，
縦径 X 横径 X高さ で 表わ し， 妊 娠38遇 へ 40週 に 1 回
測定 した．
り 妊 婦の 体型
身長くc ml， 坐高 くc ml， 胸 囲くc ml， 体重 くkgI を
測定 し検討 した．
3 ． 産 裾初期の 諸因子
1コ 血 中プ ロ ラ クテ ン量 の 測定
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産裾 4 日と 7 日の両日 に お い て ， 午後 3暗か ら午後
4時ま での 間の授乳直前お よ び直後く授乳時間は約 30
分間うに 肘静脈 か ら ヘ パ リ ン 処理 注射器で 3．O ml の血
液 を採取 し血 費 を分離 して － 10
q
C以 下に 凍結保存 し測
定に 供 した ． 測定は pr ola ctin RI A K it法く日本 ア ポ ッ
ト社， 東 京l に 依っ た ． 標 準 の prola ctin は Calbio －
Che m． Co ． S． a ．50JL CilJLg く第1 ラ ジオアイ ソ ト ー プ
研， 東京J を使用 した く北里 ブ リス トル ラボ ラ ト リ ー ，
相模原コ． なお プロ ラクチ ンく以下 PRL と略ぅ の測定は
陣痛発来入院時に も採血測定 し産裾 4 日， 7 日の 値と
比 較 した．
2コ 乳房温と舌下温 の 測定
産祷4 日 と7 日の両 日 に， 授乳の 直前と直後 に お い
て ， P R L測定と同時に 乳房温 ぐCうお よび舌下温く
O
Cl
を測定 し， 乳房温 ．舌下温差 く以下乳房舌下温差 と略う
と泌乳量 との 関係 を検討 した ． ま た授乳前後の 乳房温
の 変化 に つVlて も検討 した．
4 ． そ の他の 諸因子
初産経産の別， 分娩状況 く正常産 と帝王切開や吸引
分娩な どの難産さ， 前回産裾の泌乳状況， 乳房 マ ッ サ ー
ジの 影響な ど に つ い て 調査 した ． な お産後 1カ月 の 泌
乳状況 を調査 し， こ れ と上 記の 泌乳関連諸因子 と の 間
に 相関関係が成立す る か どう か を検討 した ．
成 績
工 ． P L G群お よ ぴ Gl－G群 の 分 類基準 に つ い て
本研究 に お け る対象127例 の平均泌乳量を逐 日的に
示す と表 2の通 りで ， こ れ を 図示 し たも の が図 1 であ
る． P L G お よび G L G の分類 基準 を決め る に あた り図
岩
1の 示 す よう に 泌乳が お お むね確立す る産裾 4日， 5
日， 6 日の 3 日間 を選び， こ の 3 日間 に 実際に 児がの
んだ 総哺乳量 く母乳＋ 人 工 乳プ す なわ ち児が必要とし
た量 を参考と し て判定基準 を設け た． 図 2 は産裾4 日，
5 日， 6 日の 3日 間の総哺乳童 を 200ml幅の棒グラ フ
で 示 し た もの であ り， 1200へ 1400ml の晴乳量 を頂点
と して お お む ね正規分布 を示 して い る． 平均値く又うは
1365．2ml， 標 準偏差 くS幻 は 275．1ml であり， 互 －
2Sx ニ 815ml であ る． したが っ て産裾 4 日， 5日， 6日
の 総泌乳量 が 80 ml未満の も の を P L G群， 800ml以
上 の も の を G L G群 とす る のが 妥当と考 え られ た
．
工工
． 初産， 経度の 別 と P l－G 出現率
初産 と経産 に つ い て P LG の 出現率 をみ る と図3の
























Pu erpe riu m くdayl
Fig． 1． Av e r age v olum e of la ctation perday of127
pregn a nt w o m e n． Vertic al lin eindic ate s sta n－
da rd e rr o r．
Table l－ N umber ofcase s a nd age sin po o rla ctatio ngr o upくP L Gla nd go odla ctatio ngr o upくG L Gl．
Figure Sin pa re nthesis in dic ate n umbe r of m ultipa r a．
Ages
Gr o up
へ ノ1 9 20ノ ー 24 25ノ ． －一29 30〆 V Totalc ases
P L G 0 5 20く15J 9く6ン 34 く2い
G L G ロ 22く6J 50 く40う 20く19う 93く19う
Totalc as e s ロ 27く6I 70く6引 29く25う 127 く86J
Table 2． The a v e r age daily milkyield du ring the e a rly pe rperiu m
くtotal milk yields，by s u ckling a nd by pu mp su ctio nJ．
u erper al day
Volum e
2 3 4 5 6
M ea n くmlフ 58．5 190．8 308．0 4 09．9 480，6
士S． E． 士6．1 士12．8 士16．9 士19
．9 士21．3
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く21ノ8封 で あ り， P L Gの 出現率 に つ い て両群間に 有意
の 差は認め なか っ た ．
m ． 分娩状況 と P L G出現 率
正常分娩群 と難産 ま た は帝切 群 の 2群 に 大別 し て
PL Gの 出現率 を み る と 図 4 に示 す 如く 正 常分 娩群 で
は23．1％く27ハ17ン， 難産ま た は帝切群 で は 70．0％く7ノ
1朝 で ， 明 らか に 有意の差 くp く 0．01 をも っ て難産
ま たは帝切群に P L G が高率に 出現 し た． こ れ は 難産
と い う ス ト レ ス が泌乳機構 の中枢 に 対 し抑制的 に 作用
した ため と考 えられ る ．
I佑 前回 産婦時の 泌 乳状況 と P L G出現 率
前回の 栄養が母乳栄養 で あ っ た も の ， 混合 栄養 で
あ っ た も の ， 人 工 栄 養 で あ っ た も の の 3群 に わ け て
PL Gの 出現率 をみ た． 図5 に 示 すよ う に 前 回母乳栄養
拍re a stfe ed ing以 下 Br． F． と略l 群で は 8．8％C3J1341
と低率で あ り， 前回 混 合栄養 くmix ed fe eding以 下
M ix ． F．と 略ユ 群 で は 31．6％ く12ノ38う， 前回 人 工 栄養
くbottlefe ed ing 以下 Bo． F．と略I 群 で は 46．2％ く61
用 と高率 を示 し， 前回 母 乳栄養群 に 対 し後 2群で は
有意の羞 くp く 0．05フ を も っ て P L G が高率 に 出現 し
た． しか し前回混 合栄養群 と前回人 工 栄養群 との 間に















Fig．2． Volu m e of intake ofnewbo rn sby s u cking





Fig．3■ Inciden c eく％ン of po o rla ctatio n gr o up
くPL GJcla s sified byhisto ry ofpr egn anCy． P． P． ，
prl m lpa raニ M ． P ．， m ultipa r a．
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V
． 乳房の 形 態およ び大 きさ と P L G出現率
乳房形態別の P L G出現率は図6くAIに 示 すよ う に
皿 型 扁平 くType ぃ で は 27．8％ く5Jl軋 お 椀型 く乳
頭中央 Ty peIIal で は 24．6％ く6J65l， お 椀型 く乳頭
下方 Ty peIl bl で は27．8％ く101361， 下垂型 くType
工Iり で は 37．5％ぐ3ノ81 で あ り乳房形態で は有意の差 は
認め ら れな か っ た ．
乳房 の大き さを 縦径 X横径くc m21す なわ ち基底部 の
面積 で判断 す る と ， 図4 の よ う に 縦 径X 横径 が 300
C m
2未満 で あ る群と 300c m2以 上 で あ る群 と に分 け て
み た と こ ろ両群間 に差 が認め られ た
．
す な わ ち右乳房
に つ い て み た P L G出現 率 は 30 cm2未 満 群 で は
47．1％ く8ハ71， 300c m2以上 群で は 23．6％ く26ハ101
で 有意 の 差 くp く 0．05J を も っ て300c m2未 満 群 に
P L G が高率 に 出現 し た． ま た 左 乳房 に つ い て み た
PL G出現率 は 300c王が 未満群で は 52．9％く9ハ7う， 300
C m
2以 上 群 で は 22．7％ ほ5几糊 で あ り 有意 の 差





Fig． 4． P L G in cide n c eく％l cla ssified by type of
deliv e ry． N ． D ．， n O r m al deliv ery iD． D．，diffic ult






Fig． 5－ P LG in ciden c eく％1 cla ssified by pr e vio u s
m ethod of fe eding in m ultipa ra． Bo． F． ， bottle
fe eding ニM ix ． F－ ， mix ed fe edingi Br． F． ， bre a st
feeding． 貴 pく0．05．
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出現 した． こ の よう に両側乳房と も乳房の 縦径 X横径
く毒 基底部面積1 が 300c m2未満の もの に 泌乳不良群
が高率 に 出現 す る こ と を認 めた ．
V工． 乳輪の 大 きさ と P LG 出現率
乳輪の 大 きさ を縦径 X 横径くc m雪 で あ ら わ し， こ れ
を20c m2未満の 群と 20c m2以 上 の 群 と に わ け て み た
と こ ろ図8 に 示 すよ う に 両群間に 明 らか な差が 認め ら
れ た
． す な わ ち右乳輪の 大 き さ に つ い て み た PLG 出
現 率は 乳輪 の 20c m2未満群 で は 39．2％ く20ノ51J， 20
C m2以上 群 で は 14．6％ く14ノ96フ で 明 ら か に 有意の 差
くp く 0．01 を も っ て 20c m2未満群 に P L G が高率 に
出現 した
．
ま た左乳輪の 大 きさ に つ い てみた P L G出現
率は 20c m2未満群 で は 臥 9％く21ノ54J， 20c m2以 上 群
で は 17．8％ く13ノ731 で 明 らか に 有意の 差くp く 0．0い
をも っ て 20c m2未満群 に P LG が高率に 出現 した
．
こ
の よう に両側の 乳輪と も縦径 X横径く毒 乳輪の 大 きさン
が 20c m2未満の もの に 泌乳不 良群が高率 に 出現 した ．
WI
． 乳頭 の 形態お よ び大 きさ と PL G出現 率
乳頭の形態別 の P L G出現率 は， 図 9に 示 す よ う に
右乳頭に お い て も突出型 くno r maltypel で は 22．7％
く251110l， 扁平 型 くflat ty pel で は 56．3％ く911 61
で 明ら か に 有意 の 羞 くp く 0．0い を も っ て 扁平 型 に
P L G が高率 に 出現 した． ま た左乳頭 に お い て突出型 で





エ I工8 11b lH
くty poI
Fig． 6くAI P L G inc den c eく％Jcla s sified bythety pe
Of m a m m a ryform ．
ロ 工1a H b H H
Fig．6くBナ 111u str atio n of m a m m a ryfo r m． I，hypo－
pla sia ty pe JI a， Sta nda rd typeニ 工I b， Sta nda rd
de sce ndingty pe JII， de s c e nd ing type．
り 明 ら か に 有 意の 羞 くp く 0．0い を も っ て 扁 平 割 こ
P L G が高率に 出現 した． すな わ ち両側乳頭と も扁平型
に 泌乳不 良群が高率に 出現 した ．
乳頭 の 大き さ を縦径 X横径 X 高さ くc n13う で あらわ
し， これ を 2c m
3未満の 群 と 2c m3以 上 の 群 と に 分けて
み た と こ ろ 図10 に 示 す よ
－
う に 両群間に や や 差が認め
られ た
． す なわ ち右乳頭 に つ い て み た P LG 出現率は，
乳頭の 2c m3未満群 で は 31．3％く20ノ64I2c m3以上 群で
は 25．5％く13ノ5い で両群間に 明 らか な差あ りと は言い
難い が， 左乳頭 に つ い て み た P L G出現率は ， 乳頭の 2
C m
3未 満 群 で は 33．8％ く22ノ65う， 2c m3以 上 群 で は
18－3％く11ノ郎I で有意の差くp く 0．051 を もっ て 2c m3
未満群 に P L Gが 高率 に 出現 した
．
す なわ ち乳 頭の縦
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Fig． 7． P L G in ciden c eく％I cla s sified by siz e of
m a m m aくba sic are a of m a m m al． Rt， right
m a m m aニ Lt，1eft m a m m a． 貪 pく0．05．
く2 0 妄2 0 く 20 室2 0くc
R t L t
m
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Fig． 8． P L G in cidenc eく％ン cla s sified by siz e of
a re ola， Rt， right a r e olaニ Lt， 1eft are ola ． 賀 す
pく0．01．
産祷初期の 乳汁分泌 に 関す る臨床疫学的研究
に泌乳不良群の 出現頻度が高い こと を 示 し た．
以上 乳房， 乳輪， 乳頭の 検討か ら これ ら の 大き さ と
泌乳量と に 相関関係の あ る こ と が判明 し た．
Y 肌 貧血 くH b値I と P L G出現 率
Hb値は妊娠初期， 中期， 後期 と3 回測定 し， 初期 で
は H b値12．OgJ
I
dl未満 を， 中期お よ び 後期 で は H b
値11．Ogノdl未満 を貧血 と した ． 貧血群くA．うと非貧血
群くn ．A．フ に つ い て P L Gの 出現 率を み ると 図 11の よ
う に ， 妊 娠 初期 Uirst trim e sterl で の 貧 血群 で は
38．7％く12ノ31う， 非貧血群 で は 18．8％く12ノ64フ で有意
の差くp く 0，05う をも っ て 貧血群に P L G が高率 に 出現
した
．
妊娠中斯 くs e c o ndtrim e sterl で の 貧血群 で は ，
25．9％く14ノ54う， 非貧血群 では 27．4％く20ノ70Iで 両群
間に 有意の 差は 認め られ な か っ た ． 妊 娠 後期 くthird
trim e ster
－
j で の 貧血 群で は 44．4％ く81181， 非貧血群
で は23．9％く26ハ09うで， 貧血群に P L G出現 率の 高 い
傾向くpく 0．い を認め た． すな わ ち貧血 群 か ら泌乳不
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Fig．9． P LG in cide n c eく％l cla ssified by nip ple
fo r m． N ， nO r m al ty peこ F． flat ty peニ Rt， right
nip pleこ Lt，1eft nip ple一 女 嶺 pく0．01．
く2 蔓2 く2 蔓2くc m3I
R t L t
nlp pJe 8Jze
Fig■10． PIJG in cide n c eく％I cla s sified by siz e of
n lPple． Rt， right nipplei Lt，1eft nipple ． 嶺 pく
0．05．
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IX． 乳房温 ， 舌 下過 と P L G出現率
1 ． 妊 娠 38週 へ 40過 に お け る 乳房 ． 舌下 温差 と
P L Gの 出現率
乳房温度 と舌下温度の 羞が 零未満 く負1 の 群 と零以
上 く正う の 群と に 分けて P L G の出現率を み る と図 12
の よう に 零未満群 で は 33．8％く22ノ6引 ， 零以上 群で は
19．0％ く11ノ58う で 前者 に P L G出現率 の 高 い 傾 向
くpく0．い が 認め られ た． す な わ ち乳房温度が舌下温
度よ り低 い 群に 泌乳不良群の 多い 傾向を認め た．
2 ． 慶福 4 日に お け る授乳直前お よ び授乳直後の お
の お の 乳房 ． 舌下 温羞と P L G出現 率
慶福 4 日 に お け る授乳直前の乳房温度と舌下温度 と
の 差 が零未満の 群 と， 零以上の群と に 分け て PL G の
出現率 を み る と 図13 の よ うに 零 未満群 で は 33．3％
く19ノ571， 零以 上 群で は， 21．4％く15ノ70ン で両群間に
有意の 差 をみ な か っ た
．
また授乳直後の 乳房温度 と舌
下温度 との 差 が零未満の 群と， 零以上 の群と に 分けて
P L Gの 出現 率をみ る と零未満群 で は 27，1％ く16ノ5釦，
零以上 群で は 26．5％く18ノ68フで 両群間に 有意の 差 をみ
なか っ た
． す なわ ち産裾4 日で は， 乳房温 と 舌下温の
差に 関して は， 授乳の 直前に お い ても授乳の 直後 に お
い て も PL G出現率 と深い 関連は見出せ なか っ た ．
3 ． 産裾7 日 に お ける授乳直前お よ び授乳直後の お
の お の 乳房舌下温差 と P LG 出現率
産裾 7 日に お け る授乳直前の 乳房舌下温差が零未満
で あ る群 と， 零以 上 で ある 群と に 分 けて P L G の出現
率を み る と 図 14 のよう に 零未満群 で は 31．3％ く15ノ
48う， 零以上 群 で は 24 ．4％ く19ノ78I で両群間に 有意の
差を認め な か っ た ． しか し授乳直後の 乳房舌下温差が






A． n． A． A． n ． A． A． n ．A ．
1 8 tTr． 2nd Tr． 3rd Tr．
Fig．11． P L G in cide n c eく％J classified by a n emic
W O m e n O r n O n－ a n e mic w o m e n． A ． ， a n e mic
W Om e nニ n． A． ， n O n－ a n emic w o m e nニ1stTr． ， fir st
trim e ste ri2nd Tr．， S eC O nd trim e ste rこ3rd Tr． ，
third trim e ster す pく0．05， S ug． pく0．1．
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出現率 をみ ると， 零未満群 で は 36．0％く18ノ50う， 零以
上群で は 21．1％ く16ノ循 で あ り， 零未満群に 高率に
P L G が出現す る傾向を認 めたくp く0．1l． す なわ ち産 裾
7日 に お い て 授乳直後の 乳房 温度が舌下温度 より低 い
も の に 泌 乳不良群が高率 に 出現 す る傾向が認 め ら れ
た．
4 ． 授乳直前， 直後の 乳房温度の 差と P L G出現率
1う 産裾 4 日 に お ける成績








Fig－ 12． P L G inc den c eく％J cla ssified by the
diffe re n c ebetw e e n m am m a ry a nd o r alte mper－
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Fig． 13． P L G in c de n c eく％1 cla s sified by the
diffe r enc ebetw e e nthe m a m m a ry po stsu cking
te mper atu re a nd pre su ckling te mpratu re of 4th
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Pre 8 U Ck Iing PO 8t8 u Ck ting
Fig．14． P L G in cidenc e く％I cla ssified by the
diffe re n c ebetw e enthe mam m a ry po stsu ckling
tempe ratu re a nd pre su ckling te mpe ratu re of 7th
puerperal day． sug． pく0 1
C未満の 群と 零度 C 以 上の 群 と に 分 け て P L Gの出現
率 をみ る と， 図 15の よう に 零度 C未満群 で は 28，6％
く12ノ42うt 零度 C 以 上群 では 25－9％く22ノ8引 で 両群間
に 有意の 差 は認め難 い ．
2ン 産裾 7 日に お ける 成績
同様 に 温 度差 が零度 C未満群 と零度 C 以 上群と に
分け て PL G出現率 をみ る と， 図15の よ う に 零度C未
満群 で は 23．4％ く11ノ頼 ， 零度 C 以 上群 で は 29．1％
ほ3ノ瑚 で両群間に 有意の 差 は認め られ な か っ た
．
X
． 血 中 P R IJ 量 と P L G出現率
1 ． 血 中 P R L量 の 変動
PR L量に つ い ては ， 陣痛発来 して 入院 した 時と， 産
裾 4 日お よ び 7 日 で は ， 授乳の 直弘 直後で 計5回測
定 した ． 図16に 示 す よ う に 慶福 の 経過と共 に PR L量
は次第に 減少 す る傾向を示 す ． ただ し授乳直後 く授乳
時間約 30別 に は急峻に 増加 す る． こ の 傾向は P L G，
G L G と もに ほ ぼ同様 で ある が 産裾 7 日に お ける授乳
直後の 増加 は G L Gで はよ り 急峻で あ る こ と を示 して
い る
．
2 ． 授乳直前 と授乳直後の P R L 比く授乳直後 の 血
中 P R L量ノ授乳直前 の 血 中 P R L卦 と PL G出現率
く0 圭0 く0 蔓0 く
．cI
4 th day 7 t h day
Fig． 15． P L G in ciden c eく％ン cla ssified by the
diffe re n c ebetw e e nthe m a m m a ry po sts u ckling
te mpe r atu r e a nd pr es u ckl ingte mpe ratu re o n4 th
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Fig． 16． Le v el of se ru mpr ola ctinくP RU before
deliv e ry and cha nge s of P R L le v elre spo n sed by
S u Ckling on 4th a nd 7th pu erpe r al day． pr e． s．，
pre s u ckling i pO St． S． ， pO StSu Ckling，
慶福初期の 乳 汁分 泌に 関す る臨床疫学的研究
授乳直後と直前の 比 く商1 が L4未満の 群と 1．4以
上の 群とに 分けて P L Gの 出現率を み る と ， 図17に 示
すよ う に 産 裾 4 日 に お い て は 1．4 未満群 で は 18．0％
く11ノ6い， 1．4以上 群 で は 27 ．6％ く8ノ29う で 両群間に
有意の 差を示 さ な か っ た ． 産禰 7日 に お い て は 1 ．4未
満群で は27■4％り7ノ62ン， 1．4 以上群 で は 9．7％く3ノ31う
で ， 1．4 未満群に は有意の 差くp く 0．051をも っ て P L G
が高率に 出現 した． 産祷期の P R L量 は逐 日 的に 減少
傾向を示 すが 吸畷 刺激に よ り反応 し急増 す る． こ の 反
応の弱い も の に 泌乳不良群 が高率に 出現す る こ と を示
した．
X L乳房 マ ッ サ ー ジ と P IJG 出現 率
マ ッ サ
ー ジの 手技は ， 桶谷式と慶応式 を採用 し1 日
に 1 回施行 し3 回 へ 5 回施行 したも の に つ い て 検討 し
た． 桶谷式， 慶応式お よ び マ ッ サ ー ジを行わ な か っ た
対照例の 選 択は い ずれ も無作為に 行 っ た ． 無処置の 対
照群， 桶谷式群， 慶応式群 に わ け て P L Gの 出現率 をみ
ると， 図18の よう に対照 群 で は 30．0％く12ノ40う， 桶谷
式辞で は 23．8％ く10ノ42う， 慶応式群 で は， 25．8％ く8ノ
31I で 三群間に 有意の 差は 認め られ な か っ た ． また 対
照群で は30．0％く12ノ401， マ ッサ ー ジ群く桶谷 ＋ 慶応フ
で は24 ．6％ く18ノ73フ で 両者間に も有意の差 は認め難
か っ た
．
た だ桶谷式 は帯締に 与 える苦痛の 度合 が少な
く， 加えて精神的満足感を与える 点で臨床の 場 で は実
用され得る もの と思 わ れ る ．
X H． その 他 の 国子 と P L G出 現率
妊 娠38へ 40過 に 測定 し た静脈血 の Ht， 血 清総 蛋
白， 総 コ レ ス テ ロ ー ル ， ト リグ リセ ライ ド値と P L G出
現率に は有意差は得 られ な か っ た ． ま た身長， 坐 高，
体重， 胸囲 な ど体 型 と P LG 出現率 に も有意差 は見出
し難か っ た ．
X I工王． 産 裾初 期の P L Gお よ ぴ G L G が 産後 1 カ 月
の 時点で 示 し た泌 乳状況 に つ い て
図19に 示 した よう に 産 裾初期 に P L Gに 属 し た も
の が産 後1 ヵ月の 時点 の 調査 で は人 工 栄養 くBo ． F．う
38．2％ く13ノ34う， 混合栄養 くM ix ． F．123．5％ く8ノ341，
く 1 ．4 妻1 ． 4 く1． 4 室1． 4
4th day 7th day
Fig■ 17■ PL G in cide n c eく％1 clas sified by r atio of
P R L levelof po sts u ckling to that of pr es u ckling
O n4 th a nd7th pu e rper al day． 貪 pく0．05．
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母乳栄養 はr． F．う 38．2％ く13ノ34う と な っ て お り， 産
後1 ヵ 月 に お い て も泌乳状況は 一 般に 不良で あ る
．
し
か し38－2％に Br． F．が 認 め ら れ た こ と は魔神初期 に
泌乳が不 良 で あ っ て も あき らめ ず母乳栄養に 努力す る
こ との 価値 を示 す もの である． こ れ に 対 し産碍初期 に
G L Gに 属 し た も の が 産後 1 カ月 に お い て は Br， F．
78－5％く73ノ93ン， M ix ． F．19．4％く18ノ93J， Bo ． F．2．2％
く2ノ931 とな っ てお り産後1 ヵ月 に お い て も泌乳状況
は まず良好と い える ． な お 本研究 にお い て Br． F．と は，
ほ とん ど， あ る い は全く母乳の みの もの ， Bo ． F．と は，
ほ とん ど ある い は全く人 工 栄養の み のも の， M ix ． F． と
は前二 者 に 属さ ない もの と した．
XIV． 産後 1 カ月 に お け る 泌 乳状 況 と 諸因子 と の
関係
産裾初期の 泌乳に 影響 した諸因子 が 産後 1 カ月の 泌
乳状況 に どの よう に 影響 した か を検討 した．
1 ． 産帯 7 日に お け る授乳直前直後の P R L 比く授
乳直後血 中 P R Ll授乳直前血 中 P RU が 1．4 未満 で
あ っ た群の 泌乳状況
座禅 7 日に P R L 量 を測定 した症例は 93例あ り， こ
の う ち授乳後 と前 の 比 が 1 ．4未満 で あ っ た も の は 62
例で あ る． 既述の よう に こ の 群で は有意の差を も っ て
P LG が高率に 出現 し た
．
こ の 62例 が 1 カ 丹後 に Bo ．
F．群， M ix ． F，群， Br． F．群に 占め る割合を検討した と こ
ろ図20に 示す 通り で あり， Bo． F．群の 90．9％く10ハい，
三廿O kot8山 一8 K8Io － 8
m a8 さ 88母 m 8t hod m 8thod
Fig■ 18． P L G in ciden c eく％1in w o m e n r ec eiving n o
br e ast m a s sage， O keta ni
，
s a nd Keio
，
s m a ss age
treatm ent．
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Fig．19． Patte r n of fe eding m ethod at o n e m o nth
afterdelivery in w o m enbelo nged to P L Gand
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．群 の 61，1％ く1111BJ， Br． F．群の 64． 1％ く4 1
641 と な っ た ． こ れ は M ix ． F．群 に 属 す る割合 よ り も
Bo．F－群属す る傾向が明ら か に 高くくp 二 0．092L また
Br． F
．群 に 属す る よ り も Bo．F．群 に 属 す る傾向も 明 ら
か に 高か っ た くp ニ 0．072I． す な わ ち産裾 7 日に お け
る授乳の直嵐 直前の PR L比が 1 ．4未 満で あ っ た も
の は産後 1 カ月 に お い て も 泌乳状況は不良である傾向
を示 した ．
2 ． 妊娠後期く38へ 40週I に お け る乳房舌下温差が
零度 C未満であ っ た群の 泌乳状況
こ の 群 で は既述の よ う に P L G が高率に 出現す る傾
向 を認 めた が， こ の 温度差零度 C未満 の症例が ， 産後
1 ヵ月 にお い て Bo ． F．群 ， M ix ． F 群， Br． F．群に 占め
る 割合 を検討 し た． 図 21に 示 す よ う に ， Bo ．F．群
78－6％ く1114l， M ix ． F贋 50．0％ く12124l， Br． F．群
49．9％ く42ノ抑 とな り， Br． F靡 に 属す る よ り も高率
に Bo
． F靡 に属す る傾向が認 め られ たくp く0．い ． した
が っ て こ の群で は産裾初期 と同様産後 1 カ月 に お い て
も泌乳状況 は不良である傾向 を示 した．
3 ． 塵祷 7 日に お け る授乳直後 の乳房舌下温差が零
度 C未満で あっ た群の 泌乳状況
こ の 群で は既述の よう に P L G が高率 に 出現 す る傾
向を認め た－ こ の 温度差零度 C未満の症例が産後 1 カ
月 に お い て， Bo． F 風 M ix ． F．群， Br． F．群 に 占め る割
合 を検討 した と こ ろ， 図22に 示 す よ う に ， Bo ． F．群の
60．0％く9ノ15う， M ix ． F．群 の 40－0％く10ノ25う， Br． F．群
の 36．0％ 制ノ抑 と な っ て， Br． F．群 に 属す る よ りも
高率 に Bo ． F．群に 属す る傾向が認め られ た くp く0 エコ．
したが っ て こ の群で は産裾初期 と同様に 産後 1 ヵ 月に
お い て も泌乳状況は不良で あ る傾向 を示 した
．
4 ． 妊娠初期に お ける貧血 くH b 12．Ogノd未掛 群の
泌乳状況
貧血群 で は既述の よ う に P L G が有意 の 差 を も っ て
高率に 出現 した． こ の貧血症例 が産後 1 ヵ月 に お い て
Bo． F風 M ix － F 風 Br． F．群 に 占 める割合 を検討 した
と こ ろ図23 のよ うに ， 臥 F．群 の 36．4％く4ノ11う， M ix ．
R 群の 36．8％ く7ノ19J， Br． F．群の 29．7％ く19ノ瑚 を
占めて お り，産後 1 ヵ月 で は有意 の 羞 を示 さ な か っ た．
5 ． 妊娠後期 に お ける 貧血 はbll．Ogノdl未榔 群
の 泌乳状況
貧血群で は既 述の よう に P L G出現率の 高 い 傾 向を
示 した
一
この 貧血 症例 が産後 1 ヵ月 に お い て Bo ． F．群，
M ix ． F
．群， Br－ F一群 に 占め る割合 を検討 した と こ ろ，
図24の よ う に Bo－ F．群の 13．3％く2ノ15J， M iE ． Fr群 の
19．2％く5ノ26う， Br－ F．群の 11－6％く10ノ抑 を占め有意
の 差は認 め られ ない
．
6 ． 難産ま た は帝切 とな っ た群 の 泌 乳状況
リ J
ナ コー
こ の 群 で は既述 の よう に 正 常分娩群 に 比 べ て明らか
に 有意の 羞 を も っ て P L G が高率 に 出現 し た． この 難
産 ま た は 帝切症 例が産後 1 ヵ月 に お い て Bo
． F風
M ix ． F．群， Br． F屑 に 占める 割合 を検討 した と ころ，
図 25に 示 す よう に Bo ． F瀞 の 33．3％ W 15J， M ix
．F．
群の 0％く0ノ2鋸， Br． F潜 の 5．8％く5ノ86J を占めて お
り ， こ の 群で は産裾初期と同様， 明 ら か に 有意の 差
くp く 0．0い を も っ て 産後 1 ヶ 月 に お い ても泌 乳状況
は不 慮 で あ っ た
．
7 ． 前回が 人 工 栄養で あ っ た群 の 泌乳状況
こ の 群で は 既述 の よ う に 産裾初期の P L Gは有意の
差 をも っ て高率に 出現 した
．
こ の 前日人 工 栄養で あっ
た症例が 産後 1 ヵ月 に お い て 恥 F風 M ix ． F．群， Br．
F．群 に 占め る割合 を検討 した． そ の 結果図 26に 示 すよ
う に Bo■ F腰 の 41．7％く5ハ2J， M ix ． F，群の 11．8％く2ノ
17J， Br■ F．群 の 10．7％ く6ノ56う を 占 め ， 有 意 の 薫
くp く 0．051をも っ て Br． F．群と M ix ． F．群 に 属するよ
り 高率 に Bo． F蘭 に 属す る こ とが 判明 し た． す なわち
前回人 工 栄養群 で は慶福初期と同様産後 1 ヵ月 に お い
て も泌乳状況 は有意に 不 良 で あ っ た ．
8 ■ 乳房 の 大き さ 吼房の 縦径 X 横熱 が 300c m2未
満 で あ っ た群の 泌乳状況
こ の 群 で は既 述 の よ う に 産 裾初期に は有意の 差を
も っ て P L G が高率 に 出現 し た． こ の 乳房の 大きさ300
C m
2未満の 症例が ， 産 後 1 カ月 に お い て Bo． F風 M ix．
F蘭， Br． F 瀞 こ占め る割合 を検討 し たと こ ろ， 左乳房
に つ い て は図 27 に示 す よう に Bo ． Fr群 の 20．0％ く3ノ
151， M ix ． F－群 の 11．5％く3ノ26I， Br． F．群 の 9．3％はノ
86う を占 め有意の 差 は認め られ な か っ た ． 右乳房 に つ
い て も同 じ傾向を示 した
．
9 － 乳輪 の 大 き さ く縦径 X 横 径1 が 20c m2未満で
あ っ た群 の 泌 乳状況
こ の 群 は， 慶福初期で は既 述の よ う に 明 らか に 有意
の 差 をも っ て P LG が高率 に 出現 し た． こ の 乳輪の 大
き さ 20c m2未満の 症例が ， 産後 1 ヵ月 に お い て Bo， F．
群， M ix ． F風 Br． F．群 に 占め る割合 を検討したと こ
ろ， 左乳輪に つ い て は 図28に 示 すよ う に ， Bo． F儲 の
60－0％く9115l， M ix ． F．群の 42■3％く11ノ26l， Br．F．群
の 38■ 4％ く33ノ86フ を占め有意の 羞 は認 め られ な か っ
た
．
ま た右乳輪 に つ い て も同 じ傾向で あ っ た ．
10■ 乳頭 の 形 態が 扁平型 で あ っ た群の 泌乳 状決
こ の 群で は既 述の よう に産裾初期 に お い て は明らか
に 有意の 差 を以 っ て P L Gが 高率 と出現 し た． こ の扁
平型 乳頭の 症例 が産 後1 ヵ 月 に お い て Bo． F凰 M ix ．
F．群 ， Br■ F．群 に 占める 割合 を検討 したと こ ろ， 左乳頭
に つ い て は， 図 29に 示 すよ う に Bo ． F．群 の 33．3％く5ノ
15J， Mix ． F．群 の 23．8％く5ノ21j，Br． F．群の 27．6 ％く24l
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87ユ を占め 有意の 差 は示 さ な か っ た ． ま た 右乳頭に つ
い て も同 じ傾向 を示 し た．
11． 乳頭の 大きさ く縦径 X 横径 X 高さうが 2c m3未満
で あ っ た群の 泌乳状況
左乳頭の 大き さが 2c m3未満の 群 で は既述 の よう に
産裾初期 で は有意 の 差 を も っ て P L G が高率 に 出現 し
た
．
こ の 群 の 症 例が 産後 1 カ 月 に お い て Bo． F．群，
M ix， F．群， Br， F．群に 占 める割合 を検討 し たと こ ろ図
30に示 す よう に Bo． F．群 は 66．7％く10115l， M ix ． F．群
は65．4％ く17ノ2 郎 Br． F．群 は 44 ．2％ く38ノ8引 を占め
有意の 差は認め られ な か っ た ． また 右乳頭の 大きさ で
も同じく有意の 差 を認め なか っ た ．
12． その 他
産碍初期 に お ける PL Gの 出現率 に つ い て検討 した
諸因子 の な か で 有意の 差 を示 さ なか っ た国子 に つ い て
も同様 に産後 1 カ 月に お ける 泌乳状況を検討 した が，
い ずれも有意の 差 を示 さ な か っ た ．
以上 か ら ， 産裾．7 日に お け る授乳直前直後の P R L
Bo ． F． M ix ． F． 8r ． F ．
Fig．20． Patte r n of fe eding m ethod at o n e m o nth
afterdeliv eryin the c a se swith P R Lratio of les s
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比 く1■4 勅削 ， 妊 娠後期 く38旬 40遇フ に お ける 乳房舌
下温度差 く零度 C未紛 お よ び産裾7 日に お ける授乳
直後の 乳房舌下 温 羞 く零度 C未滴上 さ ら に 難産帝切
群， 前回人 工 栄養群な どが産後 1 ヵ 月に お い て も泌 乳
不 良の 判別因子 と な る こ と が判明 した．
な お ， 産裾初期に お ける 泌乳 に 大きく影響した 乳房
の 諸因子 が産 後 1 カ月の 時点で の 泌乳に 有意の差を 示
さ な か っ た こ と は， 熱心 に母乳栄養の 重要性を説き指
導を強化 した こ と に よ っ て不良な乳房諸因子 を克服 で
き た もの と推測さ れ る． ま た貧血 因子 も加療に よ っ て
改 善可 能な因子 と推測さ れ る．
X V． 判別 関数法 に よ る 泌 乳不 良群 の 推定
判別関数法を用 い て ， 上 述の 泌 乳関連諸因子 か ら，
Fig． 22． Patte r n of feeding m ethod at o n e m o nth
afterdeliv e ryin the c a s eswith le sstha nO
O
C of
the differ e n c ebetw e e n mam m ary po stsu ckling
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Fig． 23． Patter n of feeding m ethod at o n e m o nth
afterdeliv eryin the c a s es with les stha n12．Ogldl
Of H b in thefir st trim ester．
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Fig．24． Patte rn of fe eding m ethod at o ne m o nth
afte rdeliv e ryinthe c a se s with le sstha nll．Ogldl
Of H b befo redelivery．
464
泌乳不 良群 を どの程度判別可能で あ る か を検討 した
．
使用 した因子 は表 3に 示 すよ う に 妊 娠初期 か ら分娩暗
まで の計 9個の 因子 で あ る． 妊娠初期の 因子 の み で は，
すな わ ち初産経度の 別 と， 妊娠 初期の Hb値 との 2偶
の 因子 では 泌乳不 良例 を1例 も判別す る こ と は で き な
か っ たくspecificty O％1． し か し妊 娠初期因子 に 妊娠
中期の H b値 を加 え て 3 偶の 因子 で 解 析す る と表 3
A 旭 よう に M ahala n obis の 距離は 7．49， SenSitivity
は 16．7％ く4力4j， Spe Cific ty は 軋 4％く67171J とな
り， Se n Sitivity は少 し上 昇 した
．
こ れ に 妊 娠後期 の 5
つ の 因子 ， す なわ ち妊 娠後期 の H b値， 乳房の 大 きさ，
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Fig． 26． Patte rn Of fe ed ing m ethod at o n em o nth
afte rdeliv ery in the c a s esof pr evio u sbot tle
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Fig． 27． Patte rn Of feeding m ethod at o n e mo nth
afterdeliv ery in the c a s es with the m a m m a ry
ba se of le sstha n300c m2in left side m a m m a．
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8個 で解析を行 っ たと こ ろ表 3 B， の よ う に ， M aha．
1a n obis の距 離は 27－65 と より 大き く な り s e n sitivity
は 52－2％く12ノ23うと な っ て 大き な割合 を示 した． なお
Spe Cificty は 92．8％で あ っ た ． さ らに 分娩時の因子 す
な わ ち 分娩の 状況を加 え9偶の 因子 で 解析す ると表3
Cl の よ う に Mahala n obis の 距 離は 64 ．57 とN 番大
き な値 をと り s en sitivity も 65．2％ く151231 とな っ て
約 2ノ3程度 が判別可能とな っ た ． spe cific ty も 94 ．2％
で あり， こ の 解析 に お い て は specific ty は い ずれ も
90％以上 の 高い 率であ っ た ．
80 ．F ． M ix ． F． Br ． F．
Fig■ 28． Patter n of feeding m ethod at o n e mo nth
afte rdeliv eryin the c ase swith a reola siz e of less
tha n20c m2 in1eft side ma m m a．
Fig． 29■ Patte rn of fe eding m ethod at o ne m o nth
afterdeliveryin the c a se swith flat ty pe ofnipple
in left side m a m a．
三川
Fig． 30－ Patte r n of feeding m ethod at one m o nth
afte rdelive ryin the c ase s with nipple siz e of less
tha n2 c m3inleft side m a m ma．
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Table 3． Disc ri min atory analysisforla ctation
v a riable s．
11Du ringfirst trim e ste r
り Histo ry ofpregn a n cyくpri mipa r a こ，1， Others ニOI
iiJH bvalu eくく12．Ogldlこ1， Othe rs こO1
2JDuring s e co ndtrim e ster
iiiJH bv alu eくく11．OgJ，dlこ1， Others こOJ
3IDu ring thirdtrim e ste rく38－40w e ekl
iv． Hb v alu eくく11．0ノgldlニ1， Othe rsOJ
vISiz e nf m a m m aくく300c m2 二1， Othe rsOl
viJSize ofa re ola m a m m a eくく20c m2こ1， Othe rs 二OJ
viilSize ofnippleくく2．Oc m3こ1， Othe rs ニOJ
viiIFo r m ofnipbleく8atこ1， nOrm alこ01
4JAtdeliv ery
ixICo ndition of deliv eryくdi伍c ultこ1， n Or m alニOI
AIUs ed v ariable s こiJ，iiJ，iiり，
Dis cri． v alu e
P L G G L G
P LG 4 20
G L G 4 67
M ahalan obis
，
dista n c e7．49
Sen sitivity 16．7％， Spe cificty94．4％
BJUs ed v ariable s 二り，iiいiil，ivJ， VJ， ViJ， viり， viiiJ
Dis cri． v alu e
P LG G L G
P LG 12 11
G L G 5 64
M ahala nobis
，
dista n c e27．65
Sen sitivity52．2％，Specificty 9．2．8％
CIUsed v ariable s all

















Disc ri． v alu e
P L G G L G
P L G 15 8
GLG 4 15
M ahala n obis
，
dista n c e64．57
Sen sitivity65．2％， Spe ci丘city94．2％
Disc ri． v alue ニ disc ri min a ntvalu e
Obs e v． こ Obs e rv atio n
P L Gこ PO Orla ctation gro up
G L Gニ gO Od la ctatio ngr o up
465
考 察
王 ． 主 な泌乳関連諸因子 に つ い て
1 ． 乳房の 大きさ と 泌乳の 関係
泌乳の 長否は まず第 一 義的に 乳腺組織の量と質に 影
響さ れ ると 一 般 に 考え られ て い る
． 妊 娠前で は乳腺組
織の量は極め て少な く問質組織中に 散在す るに す ぎな
い が ，妊娠す る と初期 に は妊娠黄体 か ら エ ス トロ ゲ ン ，
プロ ゲ ス テ ロ ン が ， 3 ヵ月以 降は胎盤か ら エ ス ト ロ ゲ
ン， プ ロ ゲ ス テ ロ ン， H P L伍u m a npla c e ntal lacto －
ge nうが 大量 に 分 泌され る よう に な る． エ ス トロ ゲ ン は
主 と して乳管の 発達 を， プ ロ ゲ ス テロ ン は主と して乳
腺胞の 発育 を， そ して H P L は乳腺全体の発育 を促進
させ る引が ， こ と に エ ス ト ロ ゲ ン の影響が大 き い と さ
れ る
．
その 他， gr O Wth ho r m o n e， ins ulin， A C T H，
CO rtisol， T S H， thyr o xin ， tricodothyro nine， a ndr o－
ge nな ども総合的に 関与す る． こ の過程 は乳房局所の
血 流増九 代謝完進 を招 き乳房温度を上 昇させ るこ と
も知ら れ て い る． この よう に して乳腺組織 は急激に 増
殖 し妊娠末期 に は 乳房組織 の 大半 を占め る よ う に な
る－ しか しなが ら妊娠初期に 乳房が大き く ても活動的
な乳腺組織量 が 少な けれ ば良好な泌乳は期待で き ない
し， 反 対に 妊娠初期に 外見上発育不全と考 えられ た 乳
房が分娩後腫大 し泌乳の良好な こ とも し ぼしば経験さ
れ る
． 著者が 乳房 の大き さの 測定時期を妊娠末期に 選
ん だの は この た め で あり， ま た乳房の大き さ を基底部
の 面積で表わ した のは， こ の時期の乳 房は下垂傾向が
あ っ て 体積 で の表現が困難で あ る こ とと ， 乳房の脂肪
組織量の影響 を考慮 した た め で ある． と もか く女性乳
房の 発育過程 およ び程度の 判定法に つ い て はまだ 定量
的な 一 定の 基準は確立さ れ てい な い の で ある
． 著者の
成績の 示 す よう に 乳房の 形態で は泌 乳量 に 有意差 はな
く， 大き さ く基底部の 面手酌 に よ っ て泌 乳量 に 有意差
を認 め た こ と は， 泌 乳に 重 要な もの は脂肪組織 で は な
く乳房中の 乳腺組織 で ある と い う 上述の 事実と 一 致 す
るも の と考え られ る
．
2 ． 乳頭 の 形態と大き さ お よび乳輪の 大き さ と泌乳
と の 関係
永井5jは突出型 乳頭 で は乳腺機能が明ら か に 良好で
あ る こ と を報告し て い る． 著者の 成績でも 突出塾は良
好 で あ る が 扁平型 で は 明 ら か に 有 意 の 差 を も っ て
P L G が高率に 出現 してし1る
． 乳頭 はま た授乳の た め の
接合部で あ り， 乳腺の 泌 乳機能が良好 であ っ て も形態
が 不良 で あ れ ば十分な哺乳は でき な い
．
こ の よ う な意
味で 乳頭形態 は晴乳障害の 理 由と し ても重視され る ．
例え ば児が吸着や吸畷 の 困難 な陥没乳頭， 巨大乳頭な




の 成績 で は乳頭の大き さ に より 泌乳量 に 有意の差を 示
し， 乳輪の大 きさで は泌乳量 に 明ら かな 有意差 を示 し
た
．
こ の よう に 乳房， 乳頭， 乳輪な どの 乳房因子 は 当
然な が ら泌乳 に 大き な 影響 を与 え る こ と が 認 め ら れ
た ． しか しこ れ ら の乳房因子 が 不良で あ っ て も授乳に
対す る努力に よ っ て 十分な泌乳の得 られ る こ とも 判明．
した．
3 ． 乳房舌下温差と泌乳 との 関係
乳房温度 は主と して乳腺 へ の 血流量 と乳腺 の 代謝に
よっ て生ずるも の で あるが ， ほ か に その 時の体温や環
境温度 に も影響され る ． した が っ て舌下温度 を差引い
た乳房舌下温差を求 めれ ば， こ れ ら の 因子 の影響 も少
なく し乳房固有の温度つ ま り乳腺自体の活性 を知 るう
え で合理 的 で ある． す な わ ち服部 ら7Iに よれ ば 産裾 に
お け る乳房舌下温差 は対照婦人 と比 べ て明ら か に 有意
に 高い 差を示 した くp く 0．01． また服部 ら
71の 報告 に
よる と， 泌乳量は乳房温度 そ の も の と は相関 しな い が，
乳房舌下温差 との関係でみ る と， 産裾 3 日目で は相関
は認め なく て も， 5 日， 6 日目 で は正 の 相関が認 めら
れ ， 明 らか に 泌乳の少な い 乳房 で は産裾 5日， 6 日目
の 乳房舌下温差は有意くp く 0．01 に低 か っ た と い う．
著者の成績 も同様であり， 乳房舌下温菱 と泌乳量 との
間に 関連ある こ と を認め た くpく0．1I．
4 ． PRL と泌乳 との関係
妊娠が成立す る と， 多量 に 分泌す る エ ス ト ロ ゲ ンの
刺激をう けて 下垂体前葉 は P R L を分泌 し血 中濃度 は
妊娠末期 へ 向っ て非妊時の 10倍以 上 に も 上 昇す る鋸
に至 る
． 現在， ヒ ト に認 め られ る P R L の作用 は， 泌 乳
の開始と そ の推持作用 で ある が ， こ の よう に P R L が
増量 しなが ら妊 娠中は泌乳 の お こ らな い の は， 大量 に
存在す る エ ス ト ロ ゲ ン が乳腺 レ ベ ル で P R L の末輪作
用 を阻害 して い るか ら で ある射 ． と こ ろ が 分娩時 を頂
点と して P R Lの 基礎分泌値 は分娩後， 日 を追 っ て低
下す る に もか かわ ら ず泌乳 が開始 す るの は胎盤の 娩出
に よ っ て性ス テ ロ イ ド ホ ル モ ン こ と に エ ス ト ロ ゲ ン が
速や か に 消失す るた めで あ る． in vitr oの 実験で は乳
腺組織の 泌乳 には P R Lの みな ら ずin sulin， C O rtis ol，
thyr o xin な ども関与 し， い わ ゆ る horrn o n es－ C O mplex
が必要と さ れ てい るが ， こ の な か で主要な 中心一的役割
を演ずる の はや は り P RL である． ま た， 泌乳開始お よ
び持続の良否は P R Lの 基礎分泌値 に 関係す る の で な
く， 授乳後の 反応性上昇の程度 に 関係す る と 青野 川 も
述 べ て い る ． す なわ ち P R Lの 基 礎分泌値は産裾期に
お い て次第 に 減少 して ゆ くが 授乳や搾乳刺激 に よ く 反
応 し 一 過性に 血 中濃度 が上 昇す る
．
こ の よ う な P R L
の変動が泌乳 の持続 に 関与 す る も の と 考 え ら れ て い
る
． 著者 の 成績で も P R L の反応性上昇率と泌乳量と
の 間に 相関関係 が認 め られ た． また 図 16 に 示 したよ う
に 授乳刺激 に よ り P R L濃度 は上 昇 し， こ と に G L Gで
は P L Gに 比 べ て 基礎分泌値 は む しろ低 い が 上 昇率ほ
高く， 諸家の 成績 と同様 で あ っ た ． な お PR Lの 反応性
上昇は乳頭の大き さや 形態に よ る哺乳の難易に も影幣
さ れ る こ と を示 唆す る成績 が報告さ れ1 0勅 ， 各泌乳因
子 が相互 に 関連 を有 する も の と推測され た． この こ と
は 1つ の 不良因子 を克服す る こ と に よ り泌 乳状況の好
転を期待 させ る も の で ある．
5 ． そ の 他の 因子 と泌乳と の 関係
永井引 に よ れ ば， 第1 子 が母乳栄養で あ ると第2 子
の 76％が母乳栄養く産裾1 ヵ月以持鋸 と な り人工栄養
は 3．2％に す ぎな か っ た ． 反対 に 第 1子 が人 工 栄養の
とき は第 2子 の 41．7％が人 工 栄養 と な り母 乳栄養は
19．4％に すぎず， こ の よ う に 第1 子 と第 2 子 の 哺乳様
式は密接 に 関連 す る くp く 0．01う と報告 し て い る ． 著
者の 成績で も 前回 の 晴乳様式 と今回 の 泌乳量との 間に
は有意 な関連 を示 し た． したが っ て 初産婦 に対 し母乳
栄養を確立さ せ る た め指導を強化す る こ と が非常に大
切と思 われ る ．
そ の 他， 著者 の成績 で は特 に 妊娠初期の 貧血 群に有
意の 差 をも っ て PL G が高率 に 出現 し て い る． この こ
と は妊娠前の 栄養状態の改善 に 十分留意 する 必要の あ
る こ と を示 唆す る もの で あ る． ま た難産， 帝切群には
明ら か に 有意の 差を も っ て PL G が高率 に 出現 して お
り， これ らの症例 に は特 に 産裾初期か ら強力な泌乳促
進法が必要である． 最後 に ， 乳房 マ ッ サ ー ジに つ い て
は古来， 賛否両論が繰返 され て い る． 理 論的に は乳房
お よ び乳頭に 温和な 刺激を与 えて血 行 を改善し ホ ル モ
ン 分泌機構 を刺激 し乳汁の 産生と泌 乳 を促す もの であ
る
．
しか し実際 に は必要以 上 の 刺激が 加わ っ て裾婦に
強い 苦痛 を与え た り， ま た不潔な操作 に よ る乳腺炎の
発生を経験す る． 著者の成績 で は 乳房 マ ッ サ ー ジが泌
乳を特 に 促進す る証 拠は得 られ な か っ た ．
工1
． 母 乳栄養確 立 の た めの 個 別指導 に つ い て
妊娠中に 母乳栄養の 意義 を十分に 理 解さ せ 指導する
こ とが 母乳栄養確立 の た めの 最重 要事項 で ある1 2I． 本
論文の 目的と す る泌乳不良例 を予見 する こ と はそ の た
めに も 甚だ 有意義な こ と で あ る． 永井5Iに よ れ ば母乳
栄養の 意義 を個別指導 した場合の 二 次 晴乳様式 く産裾
1 カ 月以 後の安定 した 晴乳様式1 は良好 に 変化 したと
い う． す なわ ち分娩後， 就業予 定の 母で は母乳栄養の
頻度 は ， 就 業 予 定 の な い も の に 比 べ 低 率 に 傾く
くpく 0．い が， 個別指導に よ りそ の 頻度 は上昇傾向を
と り， 就業予定 の な い 母親で は こ の 頻度 はよ り大きい
上 昇傾向 を示 した くp く0．い と い う ． そ して 就業予定
の 母親で も 個別指導に よ り人 工 栄養の 頻度が半減した
産裾初期の 乳汁分掛こ関す る臨床疫学的研究
とい う ． 前項で述 べ たよ う に 特 に初妊婦の個別指導が
大切 であ る． 仙波ら
1 3切 400例 に つ い ての 報告 で も 不
完全授乳者の 原因が 器 質的乳房障害 であ る も の は ほと
んどなく， 多く は社会的あ る い は人 為的理由で 授乳 を
中断して お り授 乳に 対す る努力 の 不 足 を指摘 し て い
る． こ の よう に 母乳栄養の 価値 に 対す る認識が十分で
なく， 産裾初期 に 泌乳が悪 か っ た りある い は過 剰な不
安感の た めに 安易 に人 工 栄養に 切替 える傾向が認め ら
れ， こ の 点を なお 正 しく指導す る予地が 存在す る． 魔
神初期の泌乳改善の 重要性も こ こ に あ るわ けで ある．
1I王． 泌乳 不良症例 の 対策
予測さ れ た泌乳不良症例 に 対 し現在 と り得る対策に
つ い て以下考察す る． と く に 前回 が人工 栄養症例， ま
た乳房の 諸因子 の 不 良例， そ して 貧血症例に は注意す
る．
1 ． 貧血 の 改善
妊娠中の 貧血 の 改善は も とよ り， 妊娠 前か ら婦人 の
栄養状態 を正 しく指妄執 改善す る こ と の 重要性は す で
に 述べ た通り で ある
．
2 ． 乳房の管理
乳腺が泌乳の 準備を整 える の は妊娠中で ある か ら母
乳栄養の 確 立の た め に は妊 娠中か ら乳房の 管理が 必 要
である． こ と に 前回が 人 工 栄養で あ っ た も の に 注意す
る． 扁平乳頭や陥没乳頭の 矯正 は妊娠後半期か ら行う．
扁平乳頭の 原因は乳頭の 平滑筋の 発育不全で あ る． 初
産婦に こ の扁平乳頭が多数み られ るが そ の 多く は器質
的変化が なく ， 妊娠中か ら乳頭 を栂指と 示指 で つ ま ん
で 牽引 した り マ ッ サ ー ジ して突出させ る と授乳が可能
となる． 陥没乳頭 で は ， 乳頭 を皮下組織 に 結合さ せ て
い る 線推性組織 を用 字的 に 離断す る Hoffm a n
と， bre a stshield を装着 し て 治療す る保存的補正法と
がある． ま た妊 娠中か ら乳 房を清潔に し， 乳頭 の 表皮
を丈夫に して おく 一 般的な 注意 も必 要で ある ． なお 乳
頭に 開口 す る乳 管口 が 十分開口 して い ない と ， 分娩後
に乳汁の産 生が あ っ て も 泌 乳の 円滑化 はお こ り得ず 乳
汁う っ 滞 の 原 因と な る ． こ れ に 対 して は妊娠後半期
く6ヵ月頃 ， 多く は分娩予定前 6 へ 8週ぢ引 か ら乳頭
の つ け根を つ ま ん で 回 す よ う に 軽く ひ っ ぱ り， また乳
房を軽く マ ッ サ ー ジ して乳管の 開通 を図り ごく 少量 の
乳汁を圧 出さ せ るよ う に す ると よ い 封 ．
3 ． 早期授乳
分娩後 で き る だ け早い 時期に 授乳を開始す る こ とが
泌乳の 促進と， 母児関係の 確立 に 重要 で ある1 5jl引
． 乳頭
の 吸畷 刺激が泌乳の 開始 に 不可 欠で あ ると の 成績が 示
さ れて い る 抑 1り
． 時期と し て はま だ乳房の 緊満は見ら
れず， ほと ん ど乳 汁は出な い が 母児 とも に 授乳 に 早く
慣れ る し， こ の 間 に P R L とo xyto cin分泌 の た めの 反
467
射径路が確立 す る． す なわ ち吸 畷刺激 は脊髄後根 を通
り間脳下垂体 に 至 り， 下垂 体前葉か ら の P R L分泌 を
う なが して乳腺内に 乳汁を産生す る． ま た後菓 か ら は
O XytO Cin分 泌 をう なが し乳腺の まわ り の筋上 皮く籠細
胞1 を収縮 させ て泌乳を計る の で ある
．
こ の よう な機
序 は手で しぼ っ た り， 搾乳器を用 い て も十分 な作用 の
得 られ な い こ と が判明し て い る
． 吸畷 は明 らか に 乳房
血流立 を増加させ 乳腺の活性 を増加させ る． Sosa ら 川
の 成績 で は出産後 1時間に 母児が皮膚と皮膚 を直接接
触 し哺乳 を試み た 群と， 出産後12時間で は じめ て 接触
した 群と を比 較 した と こ ろ前者で は 77％， 後者 で は
27％が母乳栄養 が確 立 し前者 で は 断然高か っ た と い
う
．
F工GO の勧告 く1981年3 別 で は， で きれ ば出産
後 1時間以内 に 第 1 回 の 授乳 を始 め るよ う 奨 め て い
る． 難産例や 前回泌乳不良例な ど に は特に こ の 点に 留
意する こ とが 必要と思 われ る
．
4 ． 栄養の 補給， 睡眠お よ び精神的安静
分娩時の体力の消耗 を回復 して 乳汁の 産 生 を促す た
め に産裾期は栄養の 補給が大切 で あ る． 難産， 帝切例
で は特 に 大切 である． 肉や 魚の ス ー プ ， 牛乳な どが 蛋
白質と水分の補給に 役立つ ． また裾婦は新生児 に対す
る心配や 育児 に 対す る不安 な どか らス ト レ ス 状態に な
りや す く， また 環境 の変化の た め睡眠不足に 陥 りが ち
で ある． こ の よ う な ス ト レ ス 状態 で は o xyto c血 の 分
泌不全 を生 じ， ま た副腎か ら は epin ephrine 分泌 が増
加 して乳腺の 血管 を収縮 し乳汁産生を抑制 する． 青野
ら181は帯 締 の 不 安傾向 を m a nifest a n xiety scale
くM A Slで 測定し て産裾 6 日間の 総泌乳量と の関係 を
調 べ た と こ ろ， 不 安傾向の強い 20点以上 の 症例 で は泌
乳量 が少な か っ た ． した が っ て 医師， 看護婦や家族の
人 達は産裾 の 精神状態 を平静 に保 つ よ う に 心掛 ける ．
ま た夜間の睡 眠も大切で ， それ は疲労回復と同時 に血
中 P R Lの 基礎分泌値を上 昇 させ る作用 が ある．
5 ． 哺乳の 励行
著者の 実測 で も， ま た橋口 1叫の 報告か らみ て も産裾
数日間の 泌 乳量 は少い もの で あ る
． あせ っ た り， あ き
らめ た り しな い よ う 熱意 をも っ て授乳努力を指導す べ
き で あ る． 永井引 に よ れ ば， 生後 3日目 まで は補充人 工
栄養を与えず直接哺乳 の み で哺育す ると ， 生後8 日目
に お ける 母乳栄養の頻度は 80．3％と な っ た
．
一 九 母
親の 判断に まか せ て自由に 補充人 工栄養を与 える と母
乳栄養の 頻度 は14．8％に と どま っ たと い う ． 児の 健康
状態 を考察す る こ と は勿論 で ある が， 一 般に 産裾初期
の 補充人 工 栄養量 を制限す る こ とが 乳腺機能の 発揮の
点で重要 で あ る．
6 ． 乳腺胞 の 空虚化
定期的 に 乳腺内の 乳汁を排除する こ とが本格的な泌
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乳の 成立 に 欠く べ か ら ざる 条件であ る． 乳腺胞が空 に
な る と い う物 理 的要素が泌乳 の 継続 を促 が す の で あ
る． 勿論 こ れ に は内分泌要因 が密接に 関与 して お り乳
頭， 乳房 に 加 えら れ た刺激 は視床下部 を介 して P R L，
o xyto cirlの 放 出と い う 型で 表わ れ る こ と は 既 に 述 べ
た
． 乳汁が 腺胞内に 貯留 して腺胞内圧が上 昇 して い る
と腺細胞 は伸展さ れ， 血 流も悪 くな っ て乳汁の 産生が
止 む こ と に な る． したが っ て泌乳 を良く す る に は， 授
乳後， 搾乳す る こ とが 必要で あ る． 授乳後 もな お 乳房
の 緊満感が あ る場合 は特に 搾乳が必要で あ る． 乳管，
乳腺内の 乳汁を空に し内圧 を下げる こ と が次の 新 しい
乳汁産生 を良くす る ため に 不 可欠 で あ る．
7 ． 薬物療法
上述の種 々の 努力 に よ っ て も なお 泌乳が不 十分な場
合 に は薬物療法が考慮さ れ る．
11 Sulpiri de くDogm atyl命l
本来は間脳 に 作用す る消化性潰瘍 の治療剤 で あ る
が， 最近 で は精神科領域で も広 く用 い ら れ てい る． 本
剤の副作用と して乳汁漏出症 をお こ す こ とが 知 られ て
お り血中 P R L値の上 昇が認 め られ る 川 抑 2 1I． こ れ は視
床下部お よ び下垂 体 に 対 し本剤 が dopa min eの r e c e－
pto rの 阻害剤 とし て作用す る た め P R L分泌 が促進 さ
れ る結果である
．
青野 ら抑 の 実験 によ る と， 正 常分娩で
正 常児 を初産した 130名の碍婦 を対象と し， その う ち
66名に Dogm atylを 1 日 100m g 7日間投与， 残り 64
名 は無投薬で対 照と し， そ れ ぞ れ P R L値 と泌乳値く哺
乳量＋搾乳量コ と を測定 した ． 投与 群の 血 中 P R L値
くRIAンは対照 群に比 し， 産裾 2 日目以後 に は明 らか な
上 昇が認 められ， 同じく 泌乳量 も投与群で は有意の差
くp く 0．01う をも っ て 促進 さ れ た． そ して産裾初期の
婦人に 本剤を投与す れ ば母乳栄養の確立に 役立 つ 用 と
述 べ て い る．－
2l o xyto cin
哺乳刺激 に よる o xyto cin の増加 反応 の 不良 な症例
で は， 射乳が不 十分 で 乳房 が緊潤 して く る． こ の よ う
な場合， 授乳の 5 ル 10分前に o xyto cin 製剤くシ ン トシ
ノ ン 句 1 句 2単位を筋注ま た は皮下注す る と 乳汁 が
乳管の 方向 へ 移送され 晴乳 が容易 とな る． o xyto cin 製
剤 を鼻腔 へ 噴霧す る方法も あ る
．
結 論
母乳栄養は， 栄養学的特性 な らび に 免疫学的特性 か
ら健全 な身体発育に 不可欠 で あ る ばか り で な く， 母 児
の ス キ ン シ ッ プの保持 を介 して乳児の 精神的情緒的発
達に も大き く影響す る こ と が判明 し， 今や世界的 に母
乳化運動が展開さ れ てい る 現状 で あ る． そ こで 泌乳不
全症例 をあらか じめ予測で き れ ば， 母乳化運動で最も
重要と され る個別的， 重 点的 そ して き め細か な母乳栄
養 へ の 啓蒙な ら び に 指導が可能と な る点 で 甚だ得策と
い え る．
本研 究の 対象 は 1979 年 9月 か ら1980年 12月ま で
に 舞鶴共済病院で分娩 した症例の う ち， 乳頭形 態の高
度異常例く陥没乳鼠 巨大乳頭う や 重症中毒風 早産，
未熟児分娩例 を除外し， 正常 に 妊 娠 を経過 した症例の
中か ら 無作為 に 抽出した 初産婦 42例， 経産婦85例の
計 127例 で， こ れ ら の 症例を泌乳不良群 くP L Gっ と泌
乳良好群くG L Gうとに 分類 した ． に の 分類 は産裾 4日，
5 日， 6 日の 3 日間の 泌乳量 の 総和 をも っ て し，80 ml
未満 を P L G， 800ml 以上 を G L G と した．1そ して この
間群と 泌乳関連諸因子 との 関連 を産 裾初期 に お い て検
討 し， さ ら に 産後1 カ月の 泌乳状況 をも調査 して次の
如き 結論を得た ．
1 ． 初産と経度 で は P L Gの 出現率に 有意 の 差 を認
め な か っ た ．
2 ． 難産また は帝切 群 と正常分娩群で は明 らか に有
意の 差くp く 0．0い を も っ て前者に P L G が高率に 出現
した ．
3 ． 前回混 合栄養群 また は人 工栄養群 と前 回母 乳栄
養群で は， 有意の 羞 くp く 0．051 を もっ て 前者 に P L G
が高率 に 出現し た． したが っ て 初妊 婦に 対す る母乳化
運動 の 重 要性が再確認 され た ．
4 ． 乳房の 形態で は有意の 羞を認 めな か っ たが， 乳
房の 大 きさ に つ い て は ， 基底部の 面積 く乳房 の 縦径X
横径lが 300c m2未満群と 300cm2以 上 群に 分 ける と，
有意 の 羞くp く 0．051 をも っ て 前者 に P L G が高率に出
現 し た．
5 ． 乳輪の 大 きさく縦径 X横径うに つ い て は， 20c m2
未満群 と 20c m2以 上 群 に 分 け る と 明 ら か に 有意の 善
くp く 0．01J を も っ て 前者 に P LG が高率に 出現した．
6 ． 乳頭の 形態 に つ い て は， 扁平 型 と突出型 く正常
型う で は， 左右 とも 明ら か に 有意の 羞 くp く 0．0い を
も っ て前者 に P L G が高率 に 出現 した ． ま た左 乳頭の
大き さく縦径 X横径 X 高さ1に つ い て は 2c m3未満群と
2c m8以 上群 に 分 ける と， 有意の 差 くp く 0．05う をも っ
て前者 に P L G が高率に 出現 した． しか し右乳頭で は，
P L Gの 出現率に 有意の 差 を認め な か っ た ． 以 上 ， 乳房，
乳輪， 乳頭な ど乳房の 諸因子 と泌乳状況 との 問に 密接
な関連 の ある こ とが 指摘され た．
7 ． 貧血 群か ら は泌 乳不 良症例 が多 く出現 し てお
り， こ と に 妊娠前の 栄養状態の 改善 に 十分 留意す る必
要の あ る こと が 示唆さ れ た．
8 ． 乳房舌下温差 に つ い て， 零度 C 未満群 と零度C
以 上群 に わ ける と， 妊娠38週 旬 40週で は前者に P LG
が 多く 出現す る傾向くp く0．い を認 め たが ， 産裾4 日
産裾初期 の 乳汁分泌 に 関する臨床疫学的研究
の授乳直前 お よ び授乳直後 で は 有意差 を認 め な か っ
た． 産碍 7 日目の 授乳直前で も 有意差 を認 め な か っ た
が， 授乳直後 で は ， 零度 C 未満群 に P LG が多く 出現す
る傾向 くp く0．い を認 めた．
9 ． 授乳直後と直前の 乳房温 度の 差が ， 零度 C 未満
群と零度 C 以 上群 に 分 け て産額 4 日 と 産裾 7 日に 測
定し たが， い ず れ も P LG の 出現 率 に 有意の 羞 を認め
なか っ た．
肌 血 中 P R L値 の 基 礎分泌値 は産祷 の 経過 と と も
に次第に減少す るが 授乳直後 で は刺激に よ る反 応性上
昇を示す． こ の 傾向は P L G， G L G とも に 認 め るが ， 産
碍7 日で は反 応性上昇は GLG に よ り急峻で あ っ た ．
11． 授乳直後 と直前 の 血 中P R L値 の 比 に つ い て
は， 1．4 未満群 と 1．4以 上 群 に 分け る と産 裾 4 日 で は
有意 の 差 を 認 め な い が． 産 裾 7 日 で は 有意 の 差
くp く 0．051 を も っ て 前者 に P L G が高率 に 出現し た．
12． 乳房 マ ッ サ ー ジ く桶谷式， 慶応式う の 施行例と
非施行例で は有意の 差 は認め なか っ た ．
13． その 他の 因子 ， 妊娠38逓トペ0週 で 測定し た Ht
値， 血清総蛋白， 総コ レ ス テ ロ ー ル ， ト リ グリ セ ライ
ド値と P LG 出現 率との 間に は有意差 なく ， ま た身長，
体重， 胸軌 坐高な どの 体型 と P L G出現 率と の 間 に も
有意差は認め なか っ た
．
14． 産後 1 カ月 の 泌 乳状 況 か ら ， 産裾初期 の PL G
を極力 G L G に変 える よう に妊 娠中か ら計画， 実行， 努
力する必 要性が示 唆さ れ た
．
ま た産 碍初期に 泌乳が不
良で あ っ て も簡単 に あき ら めず母乳栄養に 努力す る こ
との重要性が指摘 され た．
15一 産裾初期の P L Gと関連を 示 した諸因子 が 産 後
1 カ月の 泌乳状況 に どの よう に 影響 した か 検討 した と
こ ろ， 産裾 7日 に お ける 授乳直前直後 の P R L比 1 ．4
未満群， 妊娠末期お よ び産祷 7 日 に お け る授乳直後，
それ ぞれの 乳房 舌下 温差 00C未満群，難産及 び 帝切 群，
前回人工 栄養群 な どは産 後 1 ヵ 月に お い ても 泌乳 は不
良で あ っ た ． し か し産裾初期の 泌乳に 大 きく 影響 した
乳房の 諸因子 は産 後1 ヵ 月 で は有意差 を示 さ ず， 熱心
な母乳化運動 に よ り不 良な 乳房 因子 を克服 で き たも の
と推測さ れ た． 貧血因子 も加療 に よ り泌乳改善 の 可能
な因子と 推定さ れ た．
16t 判別関数法を用 い 泌乳不 良症 例の 推定を妊娠初
期か ら分娩ま で の 比 較的容易 に 入手 で き る 9個の 因 子
を選 び解析 した結果， 65％程度ま で 泌 乳不良症例 を判
別 す る こ と が で き た くspe cificty94 ．2％， M aha－
1an obisの 距離64 ．57l．
稿を終る に 臨 み， 御懇 篤な御指 導御 校閲 を賜 わ っ た 恩師
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A bstra ct
T he prese nt study aim sto predict p．o orla ctatio n and to pro m ote br e a st fe eding effe ctiv ely．
The m othe rstested w e re12 7 heal thy pregnant w o m en三4 2primipa ra e a nd 8 5m ultipa r a e， With
Out tOXemias ofpr egn a n cy a nd im m aturelabo rs． T he data indic ate that t he m othe rs whola cta－
ted satisfa ctori 1y in t he e a rly pu e rperalstage sho w ed rich la ctatio n at o n e m o nt hafte rdelivery ニ
bre a st fe eding 7 8．5％， mix ed fe eding 1 9．4％ a nd bottle fe eding 2．2％． In contr a st， m Othe rs with
PO Or lactatio n during the e a rly pu e rpe ralpe riod in gen e ral la ctated poorly at o n e m o nth afte r
deliv e ry． Ev e nthou ghbreast feed ing w a s e stablished in 3 8．2％ by subsequ ent tr ainingdu ringthis
Period of o ne m o nth， bottle fe eding stilla c c o u nted fo r3 8．2％ a nd mix ed fe eding fo r2 3．5％．
Vario us fa cto rsin v obed in po o rla ctatio nin the e a rly pu e rpe r al stage w e r e ex a min ed a nd the
follo wingfactors w er fo u nd to beimpo rta ntニ diffic ult deliv e ryin cluding c e s a rea n s e ctio n， bottle
feeding of the previo u sbaby， m a mm ary Siz eくba sic ar ea oft he m a m m aく 3 0 0c m2J， Size of the
m a mm ary areolaくく 2 0c m2l， Shape of t he nip ple くflatJ， Siz e ofthe nip pleくく 2c m31， a n e mia
du ring early pregn ancy， an e mia du ringlate pr egn a n cy， PrOmin ent diffe r e nce betw e e n m a m m a ry
and sublingual tempe r atu res くく 0
0
cl at 3 8－ 4 0 thw e ek of gestatio n a nd im m ediately afte r
nur sing on the 7 thpue rper al day， a nd t he ratio of the seru mPr Ola ctinくP R LJlev el im m ediately
after a nd beforefe edingくく 1．4J on the 7t hpu e rpe ral day． O f the s efa cto r s， the follo wing 7
fa ctors w e re sele ctedニ くり relativ ediffic ulty of labor，く2l m a mm a ry siz e，く3Jsiz e of the m a m m a ry
a re ola，く4J nip ple shape， く5J nip ple size， く6J a nemia du ring the fir st trim e ste r a ndく71 a n emia
during t he third trim e ster． W he n the ot he r2 fracto rs ofく8J pri mipa r aor m ultipa r a a ndく9J
an emiain the se co nd trim este r w er ad ded to the 7 fa cto rs m e ntio n ed above， PO O rla ctatio n w as
Predicted by adistriminato ry an alysis． Itwasfo u nd that abo ut 2I3 0f the c a s es ofpo o rla ctatio n
in t he e a rly pu e rpe ral stage c ould be dete cted． W hile the s e n sitiv ty of t his a n alysis w a s65．2％，
its specific ty w a sas high as 9 4．2％， indic atingthat the an alysis w a s atisfa cto ry to allpr a ctic al
Pu rPOSeS．
